
（資料２-３）

①貸与人員の推移

②事業費の推移

（参考）１．平成11年度に有利子奨学金の事業規模を抜本的に拡充するとともに、貸与月額

　 　　 　の選択制の導入や、貸与に係る学力及び家計基準の大幅な緩和を図った。

　　　　２．有利子奨学金は、2月現在で、年0.3％と低利になっており、在学中は無利息、

　　　  　死亡等による返還免除や失職等による返還困難時の猶予の取扱いなどは無利子奨

    　　　学金と同じ。  　

育英奨学事業の推移（予算）
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